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支え合って希望の花を咲かせよう
校長 福田 雅紀

「飛び立て令和へ，支え合って希望の花を咲かせよう」。これは，本年度，児童生徒会が掲げたスローガ
ンです。新元号「令和」には「春の訪れを告げ見事に咲き誇る梅の花のように，一人一人が明日への希望と
ともにそれぞれの花を大きく咲かせることができる日本でありたい」という願いが込められているといいま
すが，子供たちの考えたスローガンには，それに「支え合って」の一言が加えられているのが特徴です。

「支え合って」というと「友達同士で助け合う」ということもあるでしょうし，「お互いに補い合い，励
まし合う」という意味もあります。ただ，「支え合う」ためには，単に相手に依存するのではなく，あくま
でもそれぞれが自立し，主体性を持った関係でなければ成立しません。

本校の子供たちにとっての自立とは，「全てを自分一人でできなくても，自分でできることは自分で頑張
る」，そして，「できることを少しずつでも増やしていく」ことだと思います。先日，実施された高等部の現
場実習においても，慣れない職場の中で，緊張した表情ながらも，上司や先輩の指示を聞きながら，自分が
できる仕事を精一杯頑張っている姿が多くみられました。また，その裏では，職場の方が，子供たちが自分
でできるように，様々な工夫をして支えてくださっていることにも気付きました。
わたしたち大人も「支え合って」生きています。子供たちに助けられていることも数多くあると思います。

そういう意味では，「支え合って希望の花を咲かせる」ことは当たり前のことなのかもしれません。
子供たちも，わたしたちも，支えてくれる周りの人たちに感謝しながら，自分のできることを一生懸命頑

張り，ときには人を支えて，一人一人が希望の花を咲かせることができるよう心から願っています。

小学部では，年２回，吉野小学校５年生と交流及び共
同学習を行っています。本年度も６月の第３週の５日間，
各グループに分かれて迎える交流を実施しました。自己
紹介カードで事前に名前や好きなこと，好きな食べ物な
どを確認していたので，「○○さんだよね。」「○○が好きだよね。」と積極的に声を掛
ける様子が見られました。初めは緊張していましたが，校内探検や歌遊びなどの活動
をする中で，「がたがた揺れるからね。」，「こんな遊びが好きなんだね。」と優しく声を
掛けられ，お互い笑顔が増えていった交流でした。１１月には出掛ける交流があり，
今度は本校児童が吉野小学校を訪問します。別れの際には，「今度楽しみにしているね。」
「たくさん準備しているから待っててね。」と，再会を約束していました。

６人の新入生を迎え，今年度の訪問教育学級は，小学部６人，

高等部１１人の計１７人でスタートしました。日ごろ，小学部児

童は自宅で，高等部生徒はやまびこ医療福祉センターの病棟内や，

隣接する皆与志養護学校内の訪問教室を借用し，学習に励んでい

ます。今回は，６月に行われた高等部の「ミニ運動会」を紹介し

ます。当日は，皆与志養護学校の体育館を借用して，保護者，や

まびこ医療福祉センターの職員，皆与志養護学校の職員や児童生

徒に参観してもらい，たくさんの声援をいただきました。本校職員も応援に駆け付け，生徒それぞれが

得意な動きを取り入れた「スクーターボード」・「ボールスライダー」等の競技や開閉会式の進行役等，

いろいろな場面で活躍しました。

今年度の寄宿舎生は，中学部５人，高等部１５人の計２０人です。新しく

３人の生徒が入舎しました。学校での授業を終え，放課後活動や自由時間を

過ごした後は入浴，食事となります。食後は，舎室で学習に取り組んだり，

ホールで先輩・後輩一緒になってゲームや雑談をしたりと，それぞれが有意義

な時間を過ごしています。

中学部は，６月７日(金)に鹿児島ふれあいスポーツランドで一日遠足を行いました。

当日は残念ながら雨が降っていましたが，生徒のパワーは全開で，レクリエーション
やおいしい弁当，自由遊びと広い屋内運動場で思いっきり活動をすることができまし

た。全体レクリエーションでは，生徒会の役員が中心になって準備を進めた「〇✕ク
イズ」や運動会の雨天時種目を行いました。自由時間には，屋内運動場ではサッカー，バドミントン，フリ

スビー，キャッチボールなどをしたり，２階のランニングコースを散歩したりと生徒たちが思い思いに活発
に過ごす姿が見られました。ゆっくり時間を掛けておやつを食べたり交換したりする生徒もいました。帰る

前には，屋内運動場のブラシ掛けやゴミ拾いをしました。一日遠足を通して，学年や課程を超えて交流をす
ることができ，新しい友達もたくさんできました。とても充実した一日でした。

５月２５日（土），晴天の下，第５４回運動会が開催されました。光化学
オキシダントの影響で，臨時プログラムでの実施となりましたが，すべての

プログラムを実施することができました。高等部の全体種目，「でたとこ勝
負！ 2019」は，サイコロの出目により回る距離が変わるので，いかに短い距

離の出目を出し，素早く回るかが勝負の鍵となりました。この種目では，普
段の授業では接することの少ない他課程の生徒と協力しながらチームの勝利

に向かって頑張る姿が見られました。同じ高等部生として，絆を深める良い
機会となりました。他にも「トラック種目」，「フィールド種目」，「ふれあい種目」，

「徒競走」，「訪問種目」などに出場しました。この日のために練習を重ね，その
成果を十分に発揮した運動会になりました。また，「応援団」はじめ，「用具」，「ア

ナウンス」などの係の仕事にも責任をもって取り組むことができました。運動会
を通して学んだことを，これからの生活に生かしてもらえればと思います。当日
は，たくさんの御声援ありがとうございました。
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